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2026年3月31日
協力：福島県・復興庁・経済産業省
※本パンフレット掲載の情報は、2026年2月28日現在のものです。

〒960-8043 福島県福島市中町1-19 中町ビル6階　https://www.fipo.or.jp

公式HP パンフレットへの
ご意見はこちら

題字に込めた思い
　今回、福島イノベ構想パンフレットの題字を担当
させていただくにあたり、福島の現状やこの構想
そのものについて、一から学ぶ機会となりました。
　題字には、より良い福島の未来への期待感を表現
できるよう、墨の濃淡や文字の大小を工夫し力強い
雰囲気の線質となるよう意識しました。
　お話を伺った際、故郷である福島について、知って
いるようで実は知らないことがたくさんあったことに
気付きました。
　そのため、より一層復興に対する自身の前向きな
気持ちを込めて題字揮毫に取り組みました。
　私たちの世代が、福島県浜通りを中心とした地域
の産業回復を担う後継者となり、福島の『未来』を支
えていくことが、明るく笑顔あふれる福島の『現実』
となってほしいと考えました。

福島県立福島東高等学校  書道部　武田明香里

こちらのQRから　
題字の制作風景を▶
ご覧いただけます　

きごう



















Education /  Human Resource Development

イノベ地域で行われる大学等の教育研究活動を活性化し、成果を地域に還元する取組を進めています。また、学校や企業、
高等教育機関が連携してキャリア教育を実施し、イノベ地域の復興を担う志ある若者を育成していきます。

詳
し
く
は
▶

こ
ち
ら
か
ら

イ ノ ベ 教 育

小学校・中学校等への支援

福島県全域・全校種に対する教育支援

イノベ地域の未来を担う若い力を育てる

福島県双葉郡教育復興ビジョン推進協議会事業 避難地域12市町村における
小中学校教育等推進事業

成長段階に応じ、企業や研究機関と連携した出前授業や視察研修、実習を通じて『福島イノベ構想』を担う人材を育成。さらに探
究活動で地域や世代を越えた協働、新技術や価値創造を学び、「イノベ地域」や「福島」の良さを理解し、社会課題を解決できる人
材を育てる教育です。

高等学校・高等教育機関でのイノベ教育

大学等の教育研究活動への支援

イノベ人材の裾野の拡大 福島のポテンシャルの
高さを知る

福島の復興・創生に
資する『知』の集積

「福島イノベ構想」、「地域」
を牽引する人材

「福島“発”イノベーション」
を創出する人材

小学校・中学校・義務教育学校等

●地域を「知る」「思いを
育む」教育への支援
●福島イノベ構想、復
興・創生への志を高め
る教育への支援

●イノベーションを創出でき
る人材の育成への支援
●専門人材の育成及び確保
に向けた支援

●専門知識を有し、福島の
復興・創生に貢献する人
材育成への支援

高等学校 大学等

イノベの教育SNS

noteFacebook

HPはこちら

福島イノベ機構の教育分野の取組を発信する公式アカウントです。
「イノベーションは『人』から始まる」をコンセプトにイノベ地域の復興の核となる
若い力を育成しています。

浪江町立なみえ創成小学校での
ふるさと体験学習
「郷土料理を作って試食しよう」

少人数教育に対応した
教授法に関する教員研修会

県立磐城高等学校×F-REI
「パワーソフトロボティクス」

県立磐城高等学校×楢葉遠隔技術開発センター
先端技術を学ぶイノベーションツアー

県立相馬農業高等学校×ヤンマーアグリジャパン㈱
ロボットトラクタについて学ぶ講習会

県立平工業高等学校×遠野興産㈱
バイオマス発電で使用する木質ペレットの工場見学

相馬市立中村第一中学校×㈱福島三技協
「ドローン点検の最前線とプレーヤーとして大切なこと」

福島イノベ構想の実現に貢献する人材の裾野を広げるため、小・中学校等の段階から「地域理解」や「地域への思い」を育む教育を支援。

双葉郡の８つの町村が連携して取り組
む探究的な学習「ふるさと創造学」等
の実施を支援しています。

福島イノベーション人材育成支援事業
高等学校では、福島イノベ構想を担う人材育成のため、企業、大学、研究機関と連携し
て、最新技術、課題解決の取組等を学ぶ講義や実地研修等を行う実践的な教育プログ
ラムを支援しています。

大学等の「復興知」を活用した
人材育成基盤構築事業

全国の大学等が有する福島復興に資する知である「復
興知」を活用し、地域課題を解決する人材の育成やイノ
ベ地域でのフィールド活動を通じた人材育成に関する
活動を支援。2021年度から5か年事業として17大学
等・21事業を実施しています。

福島イノベ構想推進産業人材確保事業
工業高校生及び県内大学生等を対象に地元企
業の見学会や出前授業の取組等を支援し、地
元就職を促進する人材確保を目指しています。

ふくしまイノベ未来講座
福島イノベ構想に関連した有識者を招く
出前講座を実施。福島国際研究教育機
構(F-REI)との連携により、最先端研究や
学術分野に触れる学びの機会を設けて
います。

避難指示が出た12市町村の教育委員会等が行う“ふるさとに根
ざした魅力ある学校づくり”や学校教育の充実を目指し、教職員の
教育活動の支援に取り組んでいます。

採択大学等の教育研究活動を広く発信するため、2025
年度成果報告会を大熊町で開催。翌日にはワークショッ
プも実施し、採択校の学生70名が参加しました。

『「復興知」を語ろう』と題した
学生ワークショップ▼

富岡町の営農再開農家
の圃場で取り組む水稲バ
イオマス生産について説
明する東京農工大生▶

「復興知」事業成果報告会・学生ワークショップ

【楢葉町】
18東京大学

【広野町】
⑫福島工業高等専門学校
⑭早稲田大学
18東京大学

【いわき市】
⑰東京大学
18東京大学
㉑慶應義塾大学

【川内村】
❽長崎大学
16福島大学

【大熊町】
②大阪大学
❽長崎大学
16福島大学
18東京大学
⑲立命館大学

【田村市】
④獨協大学
㉑慶應義塾大学

【葛尾村】
⑥日本大学
⑩郡山女子大学
⑪東北大学
18東京大学
⑲立命館大学

【飯舘村】
②大阪大学
⑦東京大学
16福島大学

【川俣町】
⑤近畿大学
⑲立命館大学

（赤字は重点枠）
（①～㉑は申請受付順）

【南相馬市】
①会津大学
⑪東北大学
16福島大学

【浪江町】
⑪東北大学
⑮弘前大学
⑲立命館大学
⑳東京農業大学

【双葉町】
②大阪大学
❽長崎大学
⑲立命館大学
⑳東京農業大学

【富岡町】
③東京農工大学
⑥日本大学
❽長崎大学
⑭早稲田大学
18東京大学

【新地町】
⑨東京大学

2025年度大学等の「復興知」を活用した
人材育成基盤構築事業採択大学等一覧

川俣町
飯舘村

川内村

広野町

楢葉町

富岡町

大熊町

葛尾村
浪江町

新地町

田村市

南相馬市

相馬市

双葉町

【相馬市】

いわき市

⑬東京農業大学

詳しくは
こちらから
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Expansion of  Exchange Population

イノベ地域に人を呼び込むために、魅力あるコンテンツづくりや大学への出前講義による
理解促進などを通じて、多様な人々との関わりを広げています。

詳
し
く
は
▶

こ
ち
ら
か
ら

ふくしま12市町村移住支援センター

地域の価値向上に向けたブラッシュアップ事業

福島イノベ構想に共感する人々の輪を広げる 震災と原子力災害の事実や教訓の伝承、福島イノベ構想の認知度アップで参画を促進

住 宅 支 援

Dissemination of  Information

福島イノベ構想の認知度を向上させ、
参画を促進するための様々な情報発信を行っています。

詳
し
く
は
▶

こ
ち
ら
か
ら

東京電力福島第一原子力発電所の事故により避難指示等の対象となった12市町村への移住・定住を促進するため、様々な事業
を実施しています。

〈施設の管理運営〉 東日本大震災・原子力災害伝承館
福島で起きた地震、津波、東京電力福島第一原子力発電所の事故という未曽有（みぞう）の複合災害の実態や、復興に向けた
歩みを展示。被災した住民の語り部講話も実施しています。

ふくしま12市町村
移住支援センター

　 ijyu-shien@fipo.or.jp
移住相談ダイヤル

所在地／〒979-1111　福島県双葉郡富岡町小浜字中央295
T E L／0240-23-4315（代表）
                           　 0800-800-3305 （受付時間 8：30～17：00） ※土日祝日・年末年始除く

移住ポータルサイト
「未来ワークふくしま」の運営

移住を伴う求人掲載と
企業のサポート

移住支援・
移住者の定着支援起業・開業に関する相談移住促進のイベント開催

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

東日本大震災・
原子力災害伝承館

　 archive@fipo.or.jp
開館時間
休 館 日

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

浜通り地域等を知るために、
起業家・地域の方との対話を
実施し、今後同地域への関わ
りや取組を明確化・プロジェ
クト化するツアーを実施。

（一社）ふくしま部

「福島イノベ構想」・「イノベ地域」
への興味・関心の割合

「イノベ地域」への
訪問希望の割合

連携事業者㈱Rurio連携事業者

福島イノベ構想見える化セミナー

欧州の工学系大学院生と
チームでエネルギーに関する
ビジネスプランを研究・検討
するため、実際にイノベ地域
でフィールドワークを実施。

陸上養殖のエビすくい体験陸上養殖のエビすくい体験

大学等との連携
福島イノベ構想の次世代の担い手となる大学生等を対象に、地域で
活躍する事業者等を講師として招き、イノベ地域への興味・関心を高
める出前講義を全国の大
学等で実施。

地域住民向けセミナー 福島イノベ構想シンポジウム福島イノベ構想シンポジウム

福島イノベ構想を身近に感じられる体験活動等を通じて、構想へ
の理解、興味・関心を高めるセミナーを実施。

シンポジウムの開催
福島イノベ構想の進
捗状況を知っていた
だき、今後の取組につ
いて共に考えるシン
ポジウムを開催。

所在地／〒979-1401 福島県双葉郡双葉町大字中野字高田39
T E L／0240-23-4402
            9：00～17：00 （最終入館16：30）
　　　　  火曜日（火曜祝日の場合は翌平日）・年末年始（12/29～1/3）

玉川大学 獨協大学獨協大学玉川大学玉川大学

91.5％98.6％

【受講後アンケート】

実　績
2025年度
■出前講義：26回
■受講人数：約2,400名
全国24大学等で実施

プロローグ 災害の始まり 県民の想い 復興への挑戦
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❶❶ ❷❷

❸❸ ❹❹

❺❺

❼❼

❽❽

❻❻

❶ロボット ❷農林水産業 ❸エネルギー ❹放射線科学・創薬医療、
　放射線の産業利用

❺原子力災害による
　データや知見の集積・発信

F-REIは、福島をはじめ東北の復興を実現するとともに、日本の科学技術力・産業競争力の強化に貢献する、世界に
冠たる「創造的復興の中核拠点」として、国が2023年４月に設立した特殊法人です。福島の優位性を発揮できる
5つの研究分野において、福島や世界の課題解決に向けた研究開発等に取り組んでいます。F-REIには、福島イノベ
構想を更に発展させる役割も期待されています。

エフレイ

エフレイ

福島国際研究教育機構（F-REI）
Fukushima Institute for Research,Education and Innovation

F-REIが取り組む５分野の研究開発

ダム、河川、水没市街地、港湾等を再現
水中・水上ロボットエリア

あらゆる災害環境、老朽化を再現 
インフラ点検・災害対応エリア

試験の準備や活動拠点
開 発 基 盤 エ リ ア

国内最大の飛行空域を備える
無人航空機エリア

福島ならではの研究・実証・社会実装の場

❶❶ ❷❷

❺❺ ❻❻

❸❸ ❹❹

❼❼ ❽❽

●インフラ点検、災害対応、物流などの分野で使用される陸・海・空のロボットの
研究開発や操縦訓練等を行うRTFを福島県が南相馬市および浪江町に整備

●2020年3月に全面オープン(2018年7月の通信塔供用を皮切りに21施設)

●福島イノベ機構が管理
●2025年2月「ISO9001:2015」更新(2022年2月初回認証取得)
●2025年6月RTFのF-REIへの統合に関する基本合意書を締結

RTF 公式キャラクター
「ロテフィー」

福島ロボットテストフィールド（RTF）の全体像

メルマガ登録LinkedInYouTubeFacebookXWEBサイト

所在地／〒979-1521 福島県双葉郡浪江町
　　　　大字権現堂字矢沢町6-1
T E L／0240-41-9970

福島国際研究教育機構（F-REI）

研究を加速させ、地域交流も創出
F-REIでは現在、2030年度末までの順次共用開始を目指し、国が施設整備を進めています。建設予定
地は、JR浪江駅の西側に広がる約16.9haのエリア。この場所に、国内外の優れた研究者や企業・大学
等が集い、分野横断的で活発な研究開発が行われるように、研究者同士が日常的な交流を行う「研究
交流スペース」を設けるなど、魅力的な環境を整えるとともに、地元に根差した親しみのある施設を目
指しています。
敷地内には地域の方々が気軽に立ち寄れるオープンスペースとしての「中央広場」や、研究者や企業・
大学等の交流を促す、「産学連携交流スペース」等も整備予定です。

▲中央広場

▲研究交流スペース

▲地区北東側（上空）から見た外観
※イメージパースであり今後の設計で変更となる可能性があります

＜日建設計・日本設計・パシフィックコンサルタンツ設計共同体提供＞

F-REIの施設整備

福島ロボット
テストフィールド

　 robot.info@fipo.or.jp

所在地／〒975-0036　福島県南相馬市原町区萱浜字新赤沼１５２番５５
T E L／0244-26-3431
          受付時間　9時～17時(土日祝日・年末年始除く)

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

福島イノベ構想に基づき整備された「福島ロボットテストフィールド（RTF）」は陸・海・空のフィールドロボットの一大開発実証拠点です。
インフラや災害現場など実際の使用環境を再現しており、ロボットの性能評価や操縦訓練等ができる世界に類を見ない施設です。
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